
短期－1 

１．特別養護老人ホーム いくとくの概要 
（１）法人の概要 

名     称 社会福祉法人 育徳園 

所  在  地 大阪市阿倍野区阪南町 5丁目 12番 5号 

代  表  者 理事長 早川 誠次 

電 話 番 号 ０６－６６２１－１９０１ 

（２）ご利用施設 

施 設 名 称 特別養護老人ホーム いくとく（短期入所生活介護） 

所 在 地 大阪府大阪市阿倍野区天王寺町北 3丁目 18番 16号 

施 設 長 名 施設長 加藤 久美 

指定事業者番号 ２７７２３００２５３ 

電 話 番 号 ０６－６７１３－１１６５ 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０６－６７１４－１１８５ 

（３）施設の職員体制 令和 3年 4月 1日現在（介護老人福祉施設と一体的な人員配置です） 

 資 格 基準人員 常 勤 非常勤 合 計 

管 理 者 社会福祉士 1 名 1名 － 1名 

医 師 医 師 1 名 － 5名 5名 

生活相談員 社会福祉士 

2 名 

2名 － 2名 

社会福祉主事 － － － 

介護福祉士 1名 － 1名 

栄 養 士 管理栄養士 1 名 1名 － 1名 

機能訓練指導員 理学療法士、看護師 1 名 1 名+兼務 1 名 － 1 名+兼務 1 名 

介護支援専門員 介護支援専門員 2 名 2名＋兼務 4名 － 2 名+兼務 4 名 

調 理 員 調理師 4 名 6名 2名 8名 

事 務 員  4 名 5名 1名 6名 

介護･看護職員 看護師 4 名 4 名+兼務 1 名 － 4 名+兼務 1 名 

准看護師 3名 － 3名 

介護福祉士 47 名 50名+兼務 3名 1名 51 名+兼務 3 名 

社会福祉主事 兼務 1名 － 兼務 1名 

実務者研修・ヘルパー2級 9名 2名 11名 

その他 1名 3名 4名 

そ の 他   2名 6名 8名 

（４）施設の職員の職務内容 
①管理者（施設長）従業者業務の管理を一元的に行うとともに、法令等において規定されている短期

入所生活介護施設の運営に関し、施設の従業者に対し遵守すべき事項についての指揮命令を行う。 

②医 師 利用者の健康管理及び療養上の指導を行う。 

③看護職員 医師の指示及び短期入所生活介護サービス計画に基づく利用者への看護業務 

を行う。 

④介護職員 短期入所生活介護サービス計画に基づき利用者への介護業務を行う。 

⑤管理栄養士 利用者への栄養管理業務を行う。 

⑥機能訓練指導員 短期入所生活介護サービス計画に基づき利用者への機能回復訓練を行う。 

⑦介護支援専門員 短期入所生活介護サービス計画を作成し、利用者またはその家族にその内容 

を説明するほか、施設に対する利用の申し込みに係る調整、介護職員に対す 

る技術指導等のサービス内容の管理を行う。 

⑧生活相談員 利用者からの相談を受け付け、また、社会生活上での便宜の供与を提供する。 

また、施設に対する利用の申し込みに係る調整を行う。 

⑨調理員 利用者への給食調理業務を行う。 

⑩事務員 会計、人事、総務、設備等の管理業務を行う。 
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（５）定員及び施設の設備の概要（設備は施設全体） 

定  員 20名 浴  室 一般浴槽と特殊浴槽 

 （別に施設入所 130名あり）  があります。 

居 室 ４人部屋 25室（33.66～38.01㎡） 診 療 所 1室 

３人部屋 1室（26.11㎡） 食  堂 5カ所 

２人部屋 2室（16.77㎡） 機能訓練室 1室 

個  室 43室（8.75～12.54㎡） 談 話 室 1室 

※個室 43室のうち、40室は多床室として取り扱われます。 

（６）運営の方針 
介護福祉士、看護師などの専門資格を持つ職員が、地域の方々との交流を基に、「明日を楽し

み、今日を大切にする」生活環境を提供いたします。 

２．サービスの内容 
（１） 居 室 

基本的には定員 4人の居室になります。 

（２） 短期入所生活介護計画の作成（利用期間４日以上の場合） 

（３） 食 事 

管理栄養士の作成する献立表により、栄養並びにご利用者の個々の身体の状況、嗜好を考慮 

した食事を提供させていただきます。 

朝 食 ７：３０～ ８：３０ 昼 食 １２：１５～１３：１５ 

おやつ １５：００～１５：３０ 夕 食 １７：３０～１８：３０ 

原則、デイルーム（食堂）にておとりいただきます。 

（４） 入 浴 

週に 2回入浴していただけます。 

ただし、状態に応じ、特別浴または清拭のみとなる場合があります。 

（５） 介 護 

着替え、排泄、食事等の介助 

おむつ交換、体位変換、シーツ交換、施設内の移動の付き添い…等 

（６） 機能訓練 

２階機能訓練室にて機能訓練を行います。 

また、必要に応じて外部のリハビリ専門職との連携を行います。 

（７） 生活相談 

常勤の生活相談員に、介護以外の日常生活に関する事も含め相談できます。 

（８） 健康管理 

短期入所生活介護の初日に簡単な健康チェックを行います。また毎日９：３０～１７：３０ 

まで診療所にて診察や健康相談サービスを受けることができます。 

（９） 特別食の提供 

当施設では、通常のメニューの他に医師の発行する食事箋に基づく適切な栄養量の糖尿食、 

脂質異常食等の特別食をご用意しております。 

（10） 理美容サービス 

月１回第４火曜日に外部の理容業者が訪問営業されています。 

料金は別途必要ですので、理容業者の方にお支払いただきます。 

（11） 貴重品等の保管・管理 

貴重品等の保管・管理を申し込むことができます。お預かりした貴重品等は、施設内耐火金庫

にて保管させていただきます。 

（12） レクリエーション 

当施設では、季節に応じた月間行事、年間行事を行います。 

行事によっては別途費用がかかるものもございます。 

（13） 夜間看護体制 

当施設では、看護職員等による、協力病院等との連携により短期入所生活介護サービスを 

受ける利用者の方に対し、24時間連絡体制を確保し、かつ、必要に応じて健康上の管理等 

を行います。 
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（14） 認知症行動・心理症状緊急対応 

医師の診断により認知症の行動・心理症状が認められるため、在宅での生活が困難であり 

緊急に短期入所生活介護の利用が必要と判断された方の受入を行います。 

（15） 若年性認知症利用者受入サービス 

（16） 医療連携強化サービス 

看護職員による定期的な巡視、予め協力医療機関を定め、重度者の受け入れを行います。 

（17） 緊急短期入所受入サービス 

（18） 通常の送迎の実施地域 

阿倍野区、東住吉区、天王寺区、生野区、西成区、住吉区の区域となります。 

３．利用料金 
（１）基本料金 

別表「利用料金表」をご参照ください。 

（２）その他の利用料金 

別表「利用料金表」をご参照ください。 

（３）支払方法 

利用終了日に現金にてお支払い下さい。お支払いいただきますと領収書を発行致します。 

（４）その他利用料金をやむを得なく変更する場合の手続き 

上記に定める利用料金について、経済状況の著しい変化その他やむを得ない事由がある場合、

利用者の方に対して変更を行う日の 1ヶ月前までに文書で通知することによって、利用料金を 

変更いたします。 

４．キャンセル料 

利用開始予定日の前日午後５時までにご連絡有り キャンセル料はなし 

利用開始予定日の前日午後５時までにご連絡無し 別表：利用料金表に記載されている（１割

負担）１日分の５０％のお支払い 

５．利用期間中の中止 
以下の事由に該当する場合、利用期間中でもサービスを中止する場合があります。 

★利用者が中途退所を希望された場合 

★利用当日の健康チェックの結果、体調が悪かった場合 

★利用期間中に利用者が入院された場合 

６．サービスの利用方法 
（１） サービスの利用申し込み 

まずは、お電話でお申し込み下さい。初回ご利用期間決定後、契約を締結いたします。 

なお、ご利用の予約はご利用希望月の前月１日から受付いたします。 

※居宅介護支援事業者に居宅サービス計画の作成を依頼されている場合は、事前に担当の介護 

支援専門員とご相談下さい。 

（２） サービス利用契約の終了 

①ご利用者の方のご都合でサービス利用契約を終了する場合 

実際に短期入所生活介護をご利用中でなければ、文書でのお申し出によりいつでも解約できま

す。この場合、その後の予約は無効になります。 

②自動終了 

以下の場合は、双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了し、予約は無効となります。 

★ご利用者が介護保険施設に入居された場合 

★ご利用者の要介護認定区分が、非該当（自立又は要支援）と認定された場合 

★ご利用者の方が亡くなられた場合 

★ご利用者の方が、利用料金の支払いを 2ヶ月以上遅延し、利用料金を支払うよう催告した  

にもかかわらず 14日以内に支払わない場合、またはご利用者の方やご家族などが当施設や

当施設の職員に対して本契約を継続し難いほどの背信行為を行った場合は、退居していた

だく場合があります。この場合、契約終了の 30日前までに文書で通知いたします。 
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７．施設利用にあたっての留意事項 

面      会 ９：００～１９：００（時間外のご面会の際は、事前にお電話でご連絡下さい） 

外 出 ・ 外 泊 前日までに、所定の届書によりお申し出下さい 

飲 酒 ・ 喫 煙 喫煙については、所定の喫煙場所にてお願いいたします。 

また、飲酒については、他の方のご迷惑にならない範囲でお願いいたし

ます。いずれも主治医からの制限がある場合はご遠慮下さい。 

テレビ・ラジオ レンタルテレビ、ラジオはどちらもイヤホンをご使用下さい。また、消

灯時間後のテレビはご遠慮下さい。※個人所有のテレビのお持込はご遠

慮下さい。 

所持品の持込み 所持品の種類、体積によってはお持込いただけない場合がありますの

で、事前にご相談ください。 

医      療 当施設の医師による健康チェックや健康相談につきましては、介護保険

給付サービスに含まれておりますが、それ以外の医療につきましては、

併設診療所や他の協力病院等による往診や入通院により対応します。 

その場合は、医療保険適応になるため、別途自己負担をしていただくこ

とになります。また、入院に際しての保証人等は原則としてご家族にお

願いいたします。 

宗  教  活  動   施設内での勧誘活動はご遠慮いただきます。 

ペ  ッ  ト 原則としてご遠慮いただきます 

携  帯  電  話 他者のご迷惑とならない範囲で、所定の場所、時間帯でご使用いただけま

す。 

８．緊急時の対応方法について 
サービス提供中に利用者の方に病状の急変が生じた場合その他必要な場合は、速やかに主治の医

師への連絡を行う等の必要な措置を講じるとともに、利用者の方が予め指定する連絡先にも連絡 

します。 

（緊急時連絡先） 

氏 名 続柄 住 所 電 話 番 号 

① 

      

② 

      

③ 

      

 

９．事故発生時の対応 
何らかの事故が発生した場合、速やかに必要な措置を講じる他、８．の緊急連絡先のご家族の方 

及び市町村（大阪市、所管区）並びに居宅介護支援事業者等にご連絡いたします。また、施設の 

責めに帰すべき事由により、ご利用者の方に損害を及ぼした場合は、ご利用者の方に対してその 

損害を賠償いたします。但し、ご利用者の方に故意又は重大な過失が認められる場合には、損害 

賠償を減じることができるものといたします。 

10．非常災害対策 
・防災設備 消防法に適合した設備です。 

・防災訓練   年 2回実施 訓練については、地域住民の参加が得られるよう、連携に努めます。 

11．記録の整備 
施設は、利用者の方へのサービスの提供に関する諸記録を整備し、当該サービス提供の日から 

5年間保存いたします。 
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12．サービス内容に関する相談、苦情 

①当施設の相談・苦情担当 副施設長 吉野 三栄子 

 副施設長 生活相談員 薩摩 美喜 

 係長 生活相談員 川越 啓佑 

 生活相談員 

生活相談員 

ＴＥＬ ０６－６７１ 

廣田 智之 

後藤 弘樹 

３－１１６５ 

②苦 情 解 決 責 任 者 施 設 長       加藤 久美 

③第 三 者 委 員 苦情解決に社会性や客観性を確保し、利用者の方の立場や権利

に配慮した中立・公正・適切な対応を推進するため、法人に第

三者委員を設置しています 

【連 絡 先】 森本 成毅 ＴＥＬ ０６－６６２９－１２０３ 

桂川 健介 ＴＥＬ ０７４５－７２－０５３８ 

④ 大 阪 市 相 談 窓 口 大阪市健康福祉局高齢者施策部介護保険課指定・指導グループ 

〒541-0055 大阪市中央区船場中央 3-1-7-331 

ＴＥＬ ０６－６２４１－６３１０ 

⑤ 区 相 談 窓 口 ・大阪市阿倍野区役所 介護保険係 

〒545-1412 大阪市阿倍野区文の里 1-1-40 

ＴＥＬ ０６－６６２２－９８５９ 

・大阪市 区役所 介護保険係（阿倍野区以外の保険者区） 

〒 大阪市 

 ＴＥＬ ０６－ － 

⑥ 国 保 連 相 談 窓 口 大阪府国民健康保険団体連合会 介護保険室 介護保険課 

〒540-0028 大阪市中央区常磐町 1-3-8 中央大通ＦＮビル内 

ＴＥＬ ０６－６９４９－５４１８ 

 

13．身体的拘束について 
（１） 施設は、サービスの提供に当たっては、利用者の方又は他の利用者の方の生命又は身体を保護 

するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束その他利用者の方の行動を制限する行為を 

行いません。 

（２） 施設は、利用者の方又は他の利用者の方の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ず、利用者

の方の身体的拘束を行う場合には、次の手続きにより行います。 

①身体拘束廃止委員会を設置する。 

②「身体拘束に関する説明書・経過観察記録」に身体的拘束にかかる態様及び時間、その際の利用

者の方の心身の状況並びに緊急やむを得なかった理由を記録する。 

③利用者の方又はご家族の方に説明し、その他方法がなかったか改善方法を検討する。 

14．虐待の防止について 
施設は、利用者の方の人権の擁護・虐待の防止等のため次の措置を講じるものとします。また、

施設は、サービス提供中に、施設従業者又はご家族等による虐待を受けたと思われる利用者の方を

発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報するものとします。 

（１） 虐待防止のための対策を検討する委員会を設置します。 

（２） 虐待防止のための指針の整備 

（３） 従業者に対する虐待を防止するための研修を実施します。 

（４） 利用者の方及びご家族からの虐待等に関する苦情処理体制の整備 

（５） その他虐待防止のための必要な措置 

①虐待防止に関する責任者・担当者の設置  

②成年後見制度の利用支援 

虐待防止に関する責任者 施設長  加藤 久美  

担当者 副施設長 吉野 三栄子 
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15．介護保険関連情報の活用 
施設は、介護保険法第 118 条の２第 1項に規程する介護保険関連情報、その他必要な情報を活用

し、適切かつ有効に事業の実施に努めます。 

16．衛生管理 
施設は、施設内において、感染症又は食中毒が発生し、又はまん延しないよう次の各号に掲げる 

措置を講じます。 

（１） 施設内における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会を設置し、おおむ 

ね 3月に 1回以上開催するとともに、その結果について従業者に周知徹底を図ります。 

（２） 感染症の予防及びまん延防止のための指針の整備 

（３） 施設において、従業者に対する感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に 

実施します。 

17．事故発生の防止 
施設は、事故発生の防止のための取り組みとして、次の各号に掲げる措置を講じます。 

（１） 事故が発生した場合の対応等に関する指針の整備 

（２） 事故発生防止のための委員会を設置。 

（３） 事故発生防止のための研修を従業員に対して定期的に実施します。 

18．業務継続計画の策定 
施設は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービスの提供を継続的に実施する

ための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るため、「業務継続計画」を策定し、必要な措置

を講じます。従業者に対しては、業務継続計画を周知し、必要な研修や訓練を定期的に実施しま

す。また、定期的にその業務継続計画を見直し、必要に応じて変更を行います。 

19．従業者への研修の実施 
施設は、直接介護業務に携わる全ての従業者（看護師、准看護師、介護福祉士、介護支援専門員を

除く）に対し、認知症介護に係る基礎的な研修を受講させるために必要な措置を講じます。また、

従業者の資質向上のために研修の機会を次のとおり設けます。 

（１） 採用時研修 採用後 1ヶ月以内 

（２） 継続研修 年 1回以上 

20．職場内ハラスメント防止対策 
施設は、適切な施設サービスの提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は 

優越的な関係を背景とした言動であって、業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより従業者 

の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じます。 

 令和 年 月 日 

短期入所生活介護利用サービスにあたり、利用者に対して契約書および本書面に基づいて 

重要な事項を施設説明者          が説明しました。 

施 設 

所在地 大阪市阿倍野区天王寺町北 3丁目 18番 16号

名  称 特別養護老人ホーム いくとく 

短期入所生活介護サービス 

 

代表者 社会福祉法人 育徳園 理事長 早川 誠次㊞  

私は、契約書及び本書面により、施設から短期入所生活介護サービスについての 

重要事項の説明を受けました。 

利用者住所                         

利用者氏名                  ㊞    

代理人住所                       

代理人氏名                  ㊞    


